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校
内
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所 
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部
屋
が
あ
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い―
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一
般
質
問
よ
り 

鎌
倉
市
教
育
長
に 

高
橋
洋
平
氏
、
任
命
さ
れ
る
。 

 

今年度は＜市民環境常任委員会＞に所属

することになりました。当委員会で審査

する内容は、市民防災部（市民活動・観

光・産業・防災など）、環境部（環境保全・

ごみ関連など）、消防本部の所管 

する事項です。初めての委員 

会所属です。初心に帰って審 

査に努める所存です。 

に
丁
寧
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
免
許
を
持
つ
支
援

員
の
配
置
が
必
要
と
考
え
る
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。 

市
長
答
弁…

不
登
校
が
ち
な
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

し
っ
か
り
機
能
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

不
登
校
対
策
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
は
、
各
級
首

長
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
予
算
を
握
る
首
長
の

理
解
が
な
け
れ
ば
対
策
が
進
ま
な
い
か
ら
だ
。
誠
意
あ
る

具
体
的
な
答
弁
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
9
月
議
会
で
再
度
、

質
し
て
い
く
。 
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岩
岡
寛
人
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
教
育

長
に
高
橋
洋
平
氏
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ

れ
た
。
3
年
前
の
岩
岡
寛
人
教
育
長
人
事
議
案
の

採
決
に
あ
た
っ
て
、
私
は
「
質
疑
」
と
「
反
対
討
論
」

を
行
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
岩
岡
氏
に
は
鎌
倉
市

の
教
育
現
場
の
経
験
が
な
い
こ
と
」「
鎌
倉
市
の
子

ど
も
た
ち
の
特
性
や
保
護
者
の
期
待
・
地
域
の
声
を

知
ら
な
い
方
が
、
現
場
実
態
に
即
し
た
判
断
が
で
き

る
の
か
」
と
い
う
懸
念
か
ら
、
丁
寧
で
安
定
的
な
教

育
行
政
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
判
断
し
た

か
ら
で
あ
る
。 

さ
て
こ
の
3
年
間
、
岩
岡
教
育
長
旗
ふ
り
の
も

と
、
学
校
現
場
や
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
効

果
・
結
果
が
見
ら
れ
た
の
か
。
岩
岡
氏
は
、
松
尾
市

長
の
期
待
通
り
に
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
て
き
た
。
他
市
が
驚

く
ほ
ど
の
速
さ
で
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
タ
ブ
レ
ッ 

不
登
校
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
す
る
中
、
文
科
省
は
今

年
3
月
、
不
登
校
対
策
と
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」

を
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
な
ら
び
に
首
長
に
示
し
、迅

速
な
対
応
を
求
め
た
。プ
ラ
ン
の
冒
頭
で
、文
科
大
臣
は「
す

べ
て
の
学
校
を
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
に
す
る
」
と

表
明
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
「
不
登
校
特
例
校
」
設
置

を
急
ぐ
市
に
対
し
て
、
私
が
議
会
の
場
で
、
ま
た
直
接
教
育

長
に
対
し
て
、
求
め
て
来
た
こ
と
そ
の
も
の
だ
。
し
か
し
、

プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
市

の
現
場
実
態
や
子
ど
も
達
、
特
に
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
求

め
て
い
る
こ
と
や
願
い
に
沿
っ
て
い
る
の
か
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
質
問…

学
校
が
ど
の
子
に
と
っ
て
も
安
心
し

て
過
ご
し
学
べ
る
場
と
な
る
た
め
に
、
子
ど
も
達
自
身
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
す
る
こ
と
を
、

く
り
返
し
求
め
て
来
た
が
調
査
を
実
施
す
る
の
か
。 

教
育
文
化
財
部
長
答
弁…

「
多
様
な
学
び
の
場
づ
く
り
」

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
今
年
度
中

に
実
施
す
る
。 

市
は
、
来
年
度
か
ら
3
年
か
け
て
全
校
に
「
校
内
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
置
す
る
予
定
だ
が
、
校
内
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
特
に

教
室
に
入
り
に
く
い
子
ど
も
や
不
登
校
気
味
の
子
ど
も
の

居
場
所
と
な
り
、
再
登
校
を
目
指
す
場
所
に
も
な
る
。 

質
問
「
校
内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
に
は
常
駐
す
る
支
援

員
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
配
置
に
あ
た
っ
て
は
時
間
数
の

十
分
な
確
保
と
と
も
に
、
様
々
な
思
い
を
抱
え
た
子
ど
も
達

に    

 

ト
・
電
子
黒
板
な
ど)

が
次
々
に
届
け
ら
れ
、
AI

ド
リ
ル
導
入
に
至
っ
て
は
、
議
論
も
そ
こ
そ
こ

に
業
者
選
定
が
な
さ
れ
、
環
境
が
整
え
ら
れ

た
。
当
時
の
文
科
大
臣
さ
え
、
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
推
進
は
、
一
年
目
は
ゆ
っ
く
り

で
良
い
」
と
発
言
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

鎌
倉
市
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
さ
え
配
置
さ
れ

ず
に
、
「
さ
あ
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み
よ
う
」

と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
委
員
会

や
現
場
に
更
な
る
多
忙
が
押
し
寄
せ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
「
鎌
倉
の
教
育
」

は
長
年
、
子
ど
も
の
探
究
的
思
考
や
議
論
を
大

切
に
し
た
授
業
づ
く
り
が
さ
れ
て
き
た
。
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
」
と

言
わ
れ
な
が
ら
、
使
う
こ
と
を
急
が
さ
れ
た
よ

う
に
思
う
。
現
場
で
培
わ
れ
て
き
た
学
び
の
形

が
変
わ
る
こ
と
で
、
得
た
も
の
も
多
い
が
、
失

っ
た
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。（
裏
面
へ
） 
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◆委員会での報告事項から 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

●収益性の向上のために、乗り合いの促進・クーポ

ンの提供などを検討中。 

実証実験（案） 

●月・水・金曜日に、1 時間に 1 便。電話予約によ

り運行。予約がない場合は欠便とする。 

●運行ルートは、大蔵頼朝商店街→二階堂・浄明寺

胡桃ケ谷経由→浄明寺バス停まで 

今後、ルートや乗降ポイントなどを検討 

 
 

  

 

 日本の小中学校の教員は、世界で一番「長時間労働」

を強いられている(OECD 調査より)。6 年前、文科省か

ら緊急提言が出されたが、現在教員のメンタル休職者

数は過去最高。教員未配置数は昨年度からさらに 3 割

増。不登校児童生徒数過去最高となっている。学校と

いう「夢を育む場」で、教員も子どもも苦しんでいる。 

文科省は「教職調整額」の引き上げを議論をしてい

るが、まず取り組むべきことは、「教職員定数」を増や

すこと。つまり「義務標準法」の改正だ。そのことに

よって、長時間労働も、教員未配置も、不登校児童生

徒数増加も改善されることは目に見えている。 

一般質問では、教員が子ども達と向き合う時間を確

保するため、教員の業務をサポートする「スクールサ

ポートスタッフ」の時間数を増やすこと。教員以外で

もできる業務「プール清掃の業者委託」を求めた。 

教育文化財部長答弁…引き続き検討していく。 

また、「ICT支援員の配置」を求めた。 

教育文化財部長答弁…現在のところ考えていない。 

子ども家庭庁がめざす「子どもまんなか社会」の理念

は、鎌倉市では通用しないように見える。 

◆6 月議会おもな議案 

 

１．都市公園条例の一部改正 可決（竹田賛成） 

  （笛田公園の駐車場が有料となる。） 

２．一般会計補正予算（第２号） 

6億 2,465万 8 千円 可決（竹田賛成） 

事業内容 

障害福祉サービス事業所・介護保険サービス事

業所・老人福祉センター運営事業者・私立保育

所・農業従事者・水産業従事者・公衆浴場従事

者・私学助成幼稚園への補助金の追加 

中学校給食材料費として経費の追加 

新型コロナワクチン接種事業・名越クリーンセ

ンター維持修繕経費・インクルーシブ公園改修

事業・文学館大規模改修事業に係る経費の追加 

 
 

 

 

             

１．交通不便地域等に、新たな交通システム 

“セミオンデマンド型での運行” 
を検討！ 

 

お
声
掛
け
く
だ
さ
い

 

◆
竹
田
ゆ
か
り
市
政
通
信
は
、
定
例
議
会
が
終
わ
る

た
び
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
駅
頭
配
布
以
外
、
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
々

に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
ご
家
庭

に
届
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
ご
希
望
頂
け
れ
ば
、
郵

送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◆
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
頂
け
る
方
（
200
部
か
ら
） 

お
声
か
け
く
だ
さ
い
、
お
届
け
に
上
が
り
ま
す
。 

◆
市
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

市
は
、「
市
庁
舎
現
在
地
利
活
用
基
本
計
画
」

の
作
成
作
業
に
入
っ
て
い
る
。
現
在
、
ど
の
よ

う
な
機
能
（
例
え
ば
図
書
館
等
）
を
入
れ
る
か
、

施
設
規
模
は
ど
の
く
ら
い
と
す
る
か
、
市
の
提

供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
が
、
８
月

中
に
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
行
い
、
来
年
１

月
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
予
定
だ
。 

一
方
、
現
在
地
利
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

理
解
・
共
感
を
得
る
目
的
で
行
わ
れ
た
「
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
は
市
役
所

を
身
近
に
感
じ
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
た
も

の
の
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
が
残

る
。
ま
た
、
「
市
長
と
語
る
鎌
倉
の
み
ら
い
」

「
公
共
施
設
の
あ
さ
っ
て 

お
し
ゃ
べ
り
会
」

は
、
市
庁
舎
深
沢
移
転
議
案
が
否
決
さ
れ
て
い

る
状
況
下
、
市
民
理
解
が
進
ん
だ
よ
う
に
思

う
。 

 ２
．
本
庁
舎
等
整
備
事
業
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て 

（
表
面
か
ら
）
新
教
育
長
の
賛
否
に
先
立
っ
て
高
橋

洋
一
氏
と
お
会
い
す
る
機
会
を
得
た
。
高
橋
氏
は
岩

岡
氏
同
様
、
学
校
現
場
の
経
験
は
な
い
が
、
私
が
用

意
し
た
質
問
に
対
す
る
や
り
取
り
か
ら
、
教
育
に
対

す
る
感
性
・
判
断
力
・
受
容
力
の
観
点
か
ら
賛
成
す

る
こ
と
と
し
た
。
以
下
高
橋
氏
の
受
け
答
え
「
父
親

(

教
員)

の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
育
っ
た
。
教
員
の
支
え

と
な
り
た
い
と
考
え
教
育
学
部
を
選
ん
だ
。
ア
メ
リ

カ
の
教
育
委
員
会
で
「
子
ど
も
の
可
能
性
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
目
線
で
考
え
る
こ

と
。
現
場
主
義
の
大
切
さ
」
を
学
ん
だ
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
の
加
速
化
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
学
び
を
止
め

な
い
と
い
う
必
要
性
か
ら
一
気
に
ア
ク
セ
ル
を
踏

ん
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
い
か
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
さ
せ
て
い
く
か
だ
。
上
か
ら
の
押
し
付
け
は
ダ
メ

だ
と
思
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
議
論
を
進
め
た
い
。
」 

 
 

 

学校という「夢を育む場」で、 一般質問より 

教員も子どもも苦しんでいる‼   


